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目的 テーマ 相手国 KPI 省外連携

A
研究力の強化
（先進国）

日本の将来に
重要な科学技術か

左記分野で
世界最先端国か

国際共著論文
国際頭脳循環

博士数・博士レベル
内閣府

B
社会課題解決
（新興国）

日本の現在の
産業分野か

左記市場開拓/拡大
につながる国か

経済リターン
知財・国際標準化
人脈構築(官産学)

経産省
産業界

C
科学技術外交
（途上国）

相手国にとって
魅力ある技術か

日本の外交強化に
重要な国か

外交諸指標 外務省

共通
重要なリスクの検討がきちんとなされているか

（環境・人権、非軍需、日本産業の現在／将来に大きな損失にならないこと）

国際交流・協力にあたって考慮すべき主要な観点
A2～C2の項目過不足検証のために
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文科省中央教育審議会２０１５年９月２８日資料より
（原典：ポストドクター等の雇用状況・博士課程在籍者への経済的支援状況調査 －2007年度・2008年度実績－
（科学技術政策研究所２０１０年））

日本の博士減の抜本対策に向けて
１．日本のポスドクの専門分野（2008年度実績）
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（専門人材）

人工知能、ＩｏＴ、
ロボット、ＡＲ、・・・
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日本の博士減の抜本対策に向けて
２．日本の産業の雇用
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投影のみ
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日本の博士減の抜本対策に向けて
3．民間企業博士採用数の抜本増のための案
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